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日本獣医内科学アカデミー / 日本獣医臨床病理学会 / 日本獣医皮膚科学会� Ⅰ- A -

●JSVCP/JCVIM合同シンポジウム

All about 肝生検と病理診断

◇第1会場（5F501）

13：15―16：45	 Ⅰ-A-1	 プロローグ：肝組織生検までにできること
大野耕一（東京大学動物医療センター・消化器内科）

	 Ⅰ-A-2	 内科医の考える肝生検　−確定診断と治療に向けて−
坂井　学（日本大学獣医内科学研究室）

	 Ⅰ-A-3	 病理診断医の考える肝生検の適応と方法
賀川由美子（病理組織検査／ノースラボ）

	 Ⅰ-A-4	 肉眼所見でここまでわかる肝疾患
浅川　翠（ノースカロライナ州立大学講師 米国獣医解剖病理学専門医）

●JCVIM/JSVD 合同シンポジウム

皮膚病から切り込む腫瘍性疾患～皮膚の腫瘍随伴症候群

◇第3会場（5F503）		
モデレーター	 	 辻本　元（東京大学）

15：45―18：30	 Ⅰ-A-5	 皮膚の腫瘍随伴症候群の総説
永田雅彦（ASC皮膚科）

	 Ⅰ-A-6	 皮膚と関連する腫瘍随伴症候群
代田欣二（麻布大学・獣医学部）

	 Ⅰ-A-7	 特徴的皮膚所見から内臓腫瘍をイメージできるようになる方法
小林哲也（日本小動物がんセンター）

山上哲史（マルピーライフテック株式会社）

薮添敦史（薮添動物病院）

北宮絵里（あさか台動物病院）

井関敦公（いせき動物病院）

入江充洋（入江動物病院）

●症例検討・研究発表

◇第4会場（5F511+512）� 4-

◉救急・処置

座長：福島建次郎(東京大学)
救急
処置 11：15―11：26	 4-1	 ピレスロイド中毒が疑われた猫の一例

田熊大祐　戸野倉雅美　馬場　亮　松木薗麻里子　難波　直　高橋　香　笹原沙衣子
鴇田真弓　市橋弘章　伊藤寛恵　佐藤雅美　高畠正義　文原千尋　藤野浩子　押田智枝
小暮啓介　藤田桂一
フジタ動物病院

座長：浅野和之(日本大学)
救急
処置 11：26―11：37	 4-2	 犬における軟口蓋唾液粘液嚢胞の1症例 

金山宗樹 1）　渡邊一弘 1）　宮脇慎吾 1）　杉方保毅 2）　山添和明 1）

1）岐阜大学獣医外科学研究室　2）希望ヶ丘動物病院

◇ 3月12日（土）

救急
処置 11：37―11：48	 4-3	 肺葉捻転を認めたボルゾイの1例

池田浩希1）　川崎奈美江1）　内田直宏1）　根本千鶴1）　岸本海織2）　西藤公司3）

伊藤　博1）　福島隆治4）

1）東京農工大学 動物医療センター　2）同 獣医画像診断学研究室

3）同 獣医内科学研究室　4）同 獣医外科学研究室

救急
処置 11：48―11：59	 4-4	 犬の肺ヘルニア20症例の回顧的研究

坂大智洋1）2）　福田尋充1）　岩本陽子1）　鈴木啓介1）　内田陽介1）　遠藤隼人1）　平尾秀博1）

夏堀雅宏1）　小川博之1）

1）日本動物高度医療センター　2）日本大学獣医放射線学研究室

◇第5会場（4F411+412）� 5-

◉皮膚　

座長：加納　塁（日本大学）　川原井晋平（麻布大学）

皮膚 11：15―11：26	 5-1	 肝臓原発性カルチノイドに関連した表在性壊死融解性皮膚炎の猫の1例
浅川　翠　North Carolina State University, College of Veterinary Medicine

皮膚 11：26―11：37	 5-2	 シャンプー療法に起因した皮膚心身症が疑われた犬の1例
佐藤理文1）　松本宗能1）　西藤公司2）　苅谷和廣1）

1） ACプラザ苅谷動物病院　2） 東京農工大学獣医内科学研究室

皮膚 11：37―11：48	 5-3	 酢酸オサテロンとメラトニンで発毛が認められた
下垂体性クッシング病のポメラニアンの一例
岡田かおり 1）　北川勝人 2）　1）アニマルクリニックらぶ　2）日本大学総合臨床獣医学研究室

皮膚 11：48―11：59	 5-4	 免疫介在性血小板減少症を伴う落葉状天疱瘡の一例
高橋亮二1）　藤本晋輔1）　川原井晋平1）　伊藤哲郎1）　井上由佳理2）　根尾櫻子2）

久末正晴2）　土屋　亮2）　斑目広郎1）　小方宗次4）　代田欣二3）　渡邊俊文1）

麻布大学　1）附属動物病院　2）内科学第二　3）病理　4）ヤマザキ学園大学

座長：柴田久美子（DVMs動物二次診療センター／YOKOHAMA Dermatology for Animals）　川原井晋平（麻布大学）

皮膚 13：15―13：26	 5-5	 皮膚メルケル細胞腫瘍を発症した猫の1例
吉田佳子1）　井上敬子1）　林　大輔1）　浅川幸一1）　原田未生1）　村田佳輝1）　金坂　裕2）

渡辺明日香2）　木下友里恵2）　野村耕二3）　内田和幸4）

1）むらた動物病院　2）金坂動物病院　

3）マルピー・ライフテック臨床検査センター　4）東京大学獣医病理学研究室　

皮膚 13：26―13：37	 5-6	 必須脂肪酸給与が犬の角化細胞における脂質代謝に及ぼす影響
尹　智善1）　井手香織1）　西藤公司1）　岩﨑利郎1）

1） 東京農工大学 

皮膚 13：37―13：48	 5-7	 経時的に血漿アミノ酸を測定したグルカゴノーマによる壊死性遊走性紅斑の犬の1例
寺田有里1）　小林哲也2）　深澤依里2）　白石陽造3）　織間博光4）　村山信雄1）　賀川由美子5）

代田欣二6）　永田雅彦1）

1） ASC皮膚科　2） 日本小動物がんセンター　3） 日本小動物医療センター　4） 日本獣医生命科学大学獣医放射線学教室

5） 病理組織検査ノースラボ　6） 麻布大学病理学研究室

座長：前田貞俊（岐阜大学）　門屋美知代（かどやアニマルホスピタル）

皮膚 13：48―13：59	 5-8	 シクロスポリンの単独投与により皮疹が軽快した落葉状天疱瘡の猫の一例
笠井智子1）　三枝早苗1）　髙橋寛樹2）　小林亮介2） 　加納　塁3）　伊從慶太4）

西藤 公司4）　代田欣二2）

1）北川犬猫病院　2）麻布大学　3）日本大学　4）東京農工大学

皮膚 13：59―14：10	 5-9	 病理組織学的に多形紅斑と診断した21例の犬における回顧的検討
伊從慶太 1）　関口麻衣子 2）　小林哲郎 3）　島田健一郎 1）　神田聡子 1）

西藤公司 1）　岩﨑利郎 1） 
1）東京農工大学　2）帝京科学大学　3）慶應義塾大学

日本獣医内科学アカデミー / 日本獣医臨床病理学会 / 日本獣医皮膚科学会　合同企画� 4-1〜15-4/P1-1〜P2-11
＊�はアワード候補演題です。アワード候補演題は、アワードを希望した演題から実行委員会が

審査により選抜したものです。
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皮膚 14：10―14：21	 5-10	 猫の皮膚にみられた非上皮向性リンパ腫の1例
蟻川奈緒子　苅谷和廣
ACプラザ苅谷動物病院

座長：加納　塁（日本大学）　関口麻衣子（帝京科学大学）

皮膚 14：21―14：32	 5-11	 小型のニキビダニによる皮膚炎および外耳炎と診断した犬の一例
大参亜紀 1）　木脇彰人 1）　関 亜彩美 1）　平良由美子 1）　板垣秀樹 1）　永田克幸 1）

森田達志 2）　今井壯一 2）

1） ピジョン動物愛護病院　2） 日本獣医生命科学大学

皮膚 14：32―14：43	 5-12	 犬の角層におけるセラミド機能擬似物質の浸透度および残留率に関する基礎的検討
神田聡子 1）　山崎真弓 1）　尹　智善 1）　吉原　徹 2）　梅田智重 2）　井手香織 1）

岩崎利郎 1）　西藤公司 1）

1） 東京農工大学獣医内科学研究室　2）花王株式会社 

皮膚 14：44―14：55	 5-13	 下垂体性副腎皮質機能亢進症と大腸癌を合併した後天性皮膚脆弱症候群の猫の1例
田中史彦 1）　浅井　厚 2）　永田雅彦 3）　織間博光 4）　代田欣二 5）

1） 動物病院ねこのて　2） アニマルメディカルプラザ関屋・あさい動物病院　3）ASC

4）日本獣医生命科学大学放射線教室　5）麻布大学病理教室

◇第6会場（4F413）� 6-

◉造血器・免疫

座長：大野耕一（東京大学）

造血器
免疫 11：15―11：26	 6-1	 イヌADAMTS13活性測定法に関する研究

大竹大賀 1）　丸山治彦 1）　金子倫子 1）　亘　敏広 2）　鎌田　寛 1）

日本大学　1）獣医臨床病理学研究室　2）総合臨床獣医学研究室

造血器
免疫 11：26―11：37	 6-2	 神経症状を呈した先天性凝固因子欠損症の犬の3例

青木ひろみ 1）　浅井陽介 1）　佐藤恵一 1）　福永恵太 1）　伊藤大介 4）　枝村一弥 2）

丸山治彦 3）　亘　敏広 4）

日本大学　1）動物病院　2）獣医外科学　3）獣医臨床病理学　4）総合臨床獣医学

造血器
免疫 11：37―11：48	 6-3	 治療抵抗性の免疫介在性血小板減少症の犬に免疫グロブリン静脈内投与療法

および脾摘が有効であった一例
坂入斐子 1）　久末正晴 2）　圓尾拓也 1）　根尾櫻子 2）　土屋　亮 2）

1）麻布大学附属動物病院　2） 麻布大学内科学第二研究室

造血器
免疫 11：48―11：59	 6-4	 フルドロコルチゾンによる薬剤性貧血を呈した副腎皮質機能低下症の犬の1例

平林美幸　石川勇一　福島広子　勝山寛子　関根康宏　中原美喜　村井知恵　星野龍一
芝　裕輝　林宝謙治
埼玉動物医療センター

座長：井手香織（東京農工大学）

造血器
免疫 13：15―13：26	 6-5	 全身性エリテマトーデス（SLE）が疑われた猫の1例

佐々木 悠　岸川由佳　岩崎智昭　西脇和代　勝俣宏子　真尾暁美　辻川俊介　三品伸勝
杉田明子　岩崎聡子　岸川直幹
ユウ動物病院

造血器
免疫 13：26―13：37	 6-6	 頭部皮下に大型腫瘤を形成した血球貪食性肥満細胞腫の猫の1例

立花麻子 1）　伊藤哲郎 1）　圓尾拓也 1）　斑目広郎 1）　信田卓男 2）

1）麻布大学附属動物病院　2）麻布大学獣医放射線学研究室

座長：盆子原 誠（日本獣医生命科学大学）

造血器
免疫 13：37―13：48	 6-7	 イヌの肥満細胞腫に対する新規治療標的に関する探索的研究

竹内由則 1）　藤野泰人 1）　渡邊　学 2）　中川貴之 3）　大野耕一 1）　菅野純夫 2）　西村亮平 4）

佐々木伸雄 3）　辻本　元 1）

1）東京大学獣医内科学教室　2）東京大学ゲノム制御医科学分野　3）東京大学獣医外科学教室　4）東京大学高度医療科学教室

座長：藤野泰人（東京大学）

造血器
免疫 13：48―13：59	 6-8	 イマチニブが奏功したc-kitエクソン8に重複配列挿入変異を有する

腸管型肥満細胞腫の犬の1例
小林正人 1）　杉崎　修 1）　小堤友香梨 1）　田中　優 1）　守谷友加里 1）　石井典子 1）

伊藤慶太 1）　盆子原誠 1）　小野憲一郎 1）　鷲巣月美 1）

1） 日本獣医生命科学大学獣医臨床病理学教室

造血器
免疫 13：59―14：10	 6-9	 c-kit exon11に9塩基欠損変異が認められた犬の肥満細胞腫の一例

中野優子 1）　鷹栖雅峰 2）　小林哲也 1）　小嶋富貴子 1）　深澤依里 1）　金久保佳代 1）

平田雅彦 3）　賀川由美子 4）　佐藤倫子 5）　山上哲史 3）　高木　茂 3）　白石陽造 3）

1） 日本小動物がんセンター　2）那須野ヶ原アニマルクリニック　3）日本小動物医療センター　4）ノースラボ　5）D-lab

座長：久末正晴（麻布大学）

造血器
免疫 14：10―14：21	 6-10	 赤芽球系未熟細胞の増殖を主体とした急性骨髄性白血病（AML-M6Er）と診断した犬の一例

富安博隆 1）　藤野泰人 1）　高橋　雅 1）　小笠原良一 2）　大野耕一 1）　辻本　元 1）

1） 東京大学動物医療センター内科系診療科　2） りょう動物病院

造血器
免疫 14：21―14：32	 6-11	 赤芽球の成熟異常により貧血を呈した猫の1例

岩永朋子 1）　三浦直樹 1）2）　三好宣彰 3）　桃井康行 2）

1）鹿児島大学農学部附属動物病院　2）鹿児島大学農学部獣医学科臨床獣医学講座画像診断学分野

3）鹿児島大学農学部獣医学科病態予防学講座病理学分野

座長：馬場健司（山口大学）

造血器
免疫 14：32―14：43	 6-12	 ビタミンK2と活性型ビタミンD3による分化誘導療法のみで完全寛解した

骨髄異形成症候群の犬の1例
鈴木淑剛　川本優姫　長南孝司　藤本千恵　小林大輔　田丸尚道　山本昌樹
小坂奈津子　戸塚裕久
ダクタリ動物病院焼津センター病院

造血器
免疫 14：44―14：55	 6-13	 全国の猫におけるマダニ媒介性リケッチア感染の疫学調査

佐々木広美 1）　市川康明 2）　坂田義美 2）　遠藤泰之 3）　西垣一男 4）

松本高太郎 1）　猪熊　壽 1）

1）帯広畜産大学臨床獣医学研究部門　2） メリアル・ジャパン（株） 　3） 鹿児島大学農学部　4） 山口大学農学部

◇第7会場（4F414+415）� 7-

◉神経

座長：長谷川大輔(日本獣医生命科学大学)

神経 11：15―11：26	 7-1	 猫の破傷風の1例
平林美幸　石川勇一　福島広子　勝山寛子　関根康宏　中原美喜　村井知恵　星野龍一
芝　裕輝　林宝謙治
埼玉動物医療センター

神経 11：26―11：37	 7-2	 イヌにおけるてんかん発作誘発因子の探索
小峰のどか 1）　齋藤弥代子 1）　松尾江里子 1）　吉岡　麗 1）　折戸謙介 2）

1） 麻布大学外科学第二研究室　2）麻布大学生理学第二研究室

座長：小久江栄一（東京農工大学）

神経 11：37―11：48	 7-3	 健常ビーグル犬およびてんかん症例犬において臭化カリウム反復投与がゾニサミドの
薬物動態に与える影響
福永航也 1）　齋藤弥代子 2）　武藤　眞 2）　渡辺直之 3）　内田恵子 4）　奥野征一 5）

小林孝之 5）　折戸謙介 1）

1） 麻布大学生理学第二研究室　2） 麻布大学外科学第二研究室　3） 渡辺動物病院

4） ACプラザ　苅谷動物病院　5） アニマルクリニックこばやし

座長：松木直章（東京大学）

神経 11：48―11：59	 7-4	 シトシンアラビノシドにより良好に維持されている特発性脳炎の犬の2例
大田　寛　佐々木 東　村上正紘　中村健介　山﨑真大　滝口満喜
北海道大学大学院獣医学研究科獣医内科学教室
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神経 13：15―13：26	 7-5	 イヌの脳炎•髄膜炎におけるバイオマーカーとしてのpNF-Hの有用性の検討
檀　華子 1）　齋藤弥代子 1）　神志那弘明 2）　藤田幸弘 1）　武藤　眞 1）　落合秀治 3）

1）麻布大学第二外科研究室　2）岐阜大学獣医臨床放射学研究室　3）麻布大学生物科学研究所

神経 13：26―13：37	 7-6	 左右後頭葉に発生した犬の脳膿瘍の1例
小野寺史也 1）　金井孝夫 2）　木内勝也 1）　中村香菜 1）　谷澤浩二 1）

1） 谷澤動物病院　 2） 東京女子医科大学

座長：長谷川大輔（日本獣医生命科学大学）

神経 13：37―13：48	 7-7	 犬の脊柱管内脂肪織炎の画像診断例
村田大紀 1）　三浦直樹 1）　岩永朋子 1）　德永　暁 1）　矢吹　映 1）　三好宣彰 1）　 北野吉秋 2）

桃井康行 1）　藤木　誠 1）

1） 鹿児島大学農学部獣医学科　2） 北野動物病院

神経 13：48―13：59	 7-8	 脊髄腫瘍13例におけるCTの画像診断能力
伊藤雄介 1）　小笠原茂里人 1）　河津幸雄 1）　座間ともね 1）2）　関　隆志 1）　福里仁之 1）　
鳥居こずえ 1）　米田　明日香 1）　笹川琴子 1）　山本真紀子 1）　東　光裕 1）　南　毅生 1）2）

1）ベイサイド・アニマルクリニック　2）南動物病院 

座長：齋藤弥代子（麻布大学）

神経 13：59―14：10	 7-9	 犬の脊髄疾患28例における脳脊髄液中Myelin Basic Proteinならびに
Neuron Specific Enolaseの解析
伊藤大介 1）　北川勝人 1）　岡田みどり 2）　田中那津美 1）　太田茂雄 1）　小野かおり 1）

山田宏美 1）　亘　敏広 1）

1） 日本大学総合臨床獣医学研究室　2） 日本大学獣医衛生学研究室

神経 14：10―14：21	 7-10	 犬の胸腰部椎間板ヘルニア症例（グレード5）に対する自家骨髄由来単核細胞の移植効果
田村勝利 1）2）　原田恭治 1）　長島奈歩 2）　国見麻紀 2）　伊豫田桃子 2）　糸井嵩将 1）

余戸拓哉 1）　根津欣典 1）　原　康 1）　多川政弘 1）

1） 日本獣医生命科学大学獣医外科学教室　2） 愛甲石田動物病院

座長：浅利和人（帝京科学大学）

神経 14：21―14：32	 7-11	 リハビリテーションとしてハイドロセラピーを行ったDMのコーギーの1例
長谷川 承 1）2）　太田見祐広 1）2）　青井桃子 1）2）　諸岡貴子 2）　伊東公二 2）

1）アルマ動物病院　2）NPO法人 日本フィジオ&ハイドロセラピー・ホリスティック協会

神経 14：32―14：43	 7-12	 ハイドロセラピーにより前肢不全麻痺が改善した一症例
太田見祐広 1）2）　青井桃子 1）2）　長谷川承 1）2）　諸岡貴子 2）　伊東公二 2）

1）アルマ動物病院　2）NPO法人 日本フィジオ&ハイドロセラピー･ホリスティック協会 （JPHHA）

座長：水越美奈（日本獣医生命科学大学）

神経 14：44―14：55	 7-13	 ストレスと不安症緩和のための犬用療法食（CALM®）の効果に関する研究
加藤真紀 1）　宮地一樹 2）　大谷伸代 2）　太田光明 2）

 1）麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学科　2）麻布大学獣医学部

◇第8会場（4F416+417）� 8-

◉眼科

座長：都築圭子(東京大学)

眼科 11：15―11：26	 8-1	 犬のシルマー涙液試験と角膜接触域値の検討
遠藤彩子　滝山直昭　坂井　学　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

眼科 11：26―11：37	 8-2	 幼齢で涙液量の低下が認められたイヌの1症例
寺門邦彦 1）　余戸拓也 1）　小原幸弘 2）　添田　聡 2）　根津欣典 1）　原田恭治 1）

原　康 1）　多川政弘 1）

1） 日本獣医生命科学大学　獣医外科学教室　 2） 日本獣医生命科学大学　獣医解剖学教室

眼科 11：37―11：48	 8-3	 パターンVEPにより視覚評価を試みた犬の白内障の1例
田部芳樹 1）　前原誠也 2）　伊藤良樹 2）　泉澤康晴 2）

1）酪農学園大学附属動物病院　2）酪農学園大学伴侶動物医療教育群

眼科 11：48―11：59	 8-4	 凍結保存豚角膜を移植した猫の一例
村松勇一郎 1）2）　各務佐紀 1）　柿原政俊 1）3）　福島　潮 1）4）

1）日本動物高度医療センター　2）赤塚犬猫病院　3）烏山動物愛護病院　4）鎌倉山動物病院

座長：前原誠也（酪農学園大学）

眼科 13：15―13：26	 8-5	 超音波生体顕微鏡による健常犬と緑内障罹患犬の隅角微細形態評価
川田　学 1）　中山正成 2）　長谷川貴史 3）

1） 大阪府立大学 獣医臨床センター　2）中山獣医科病院　3）大阪府立大学 高度医療学講座

眼科 13：26―13：37	 8-6	 犬猫におけるトノペンXLと手持ち圧平眼圧計（アキュペン）との比較検討
加藤久美子 1）2）　大場輝之 3）

1） くみ動物病院　2） 東京大学大学院農学生命科学研究科　3） ホワイトメディカル

眼科 13：37―13：48	 8-7	 初診時に正常眼圧を示した急性緑内障のイヌの1例
山崎亜矢子　田中和也　高田頌子　保永悠介　瀧本善之
タキモト動物病院・岡山県

眼科 13：48―13：59	 8-8	 実験的イヌ前部ぶどう膜炎モデルにおける炎症予防効果の比較
神部直樹　滝山直昭　原田智之　坂井　学　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

座長：余戸拓也（日本獣医生命科学大学）

眼科 13：59―14：10	 8-9	 免疫介在性ぶどう膜炎に対する高用量ステロイド療法の検討
江本宏平　滝山直昭　坂井　学　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

眼科 14：10―14：21	 8-10	 犬の水晶体（亜）脱臼に関する回顧的検討
各務佐紀 1）　村松勇一郎 1）2）　柿原正俊 1）3）　福島　潮 1）4）

1）日本動物高度医療センター　2）赤塚犬猫病院　3）烏山動物愛護病院　4）鎌倉山動物病院

眼科 14：21―14：32	 8-11	 本態性高血圧が原因と考えられた高血圧性網膜症の犬の1例
林　大輔　 井上敬子　浅川幸一　吉田佳子　原田未生　村田佳輝
むらた動物病院

◇第9会場（4F418）� 9-

◉リンパ腫

座長：根尾櫻子(麻布大学)

リンパ腫 11：15―11：26	 9-1	 縦隔型リンパ腫の猫の9例
福井健太　安川邦美　田端克俊　森下啓太郎　植野孝志　小路祐樹　長屋有祐　下田哲也
山陽動物医療センター

リンパ腫 11：26―11：37	 9-2	 ロムスチンとL-アスパラギナーゼをレスキュー療法に用いた
猫の低分化型肝臓リンパ腫の1例
原田　慶　伊藤秀俊 　千葉梓織　竹内和義
たけうち動物病院

リンパ腫 11：37―11：48	 9-3	 鼻腔内および腎臓に発生したネコのリンパ腫に関する検討
高橋朋子 1）　澤田治美 2）　津曲茂久 2）　中山智宏 2）

1） 日本大学獣医放射線学研究室　 2） 日本大学動物病院

リンパ腫 11：48―11：59	 9-4	 ネコのリンパ腫細胞におけるMDM2阻害剤（Nutlin-3）の抗腫瘍効果
望月浩之　越野（後藤）裕子　佐藤雅彦　藤野泰人　大野耕一　辻本　元
東京大学獣医内科学教室

＊
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◉膵臓

座長：中島　亘(東京大学)

膵臓 13：15―13：26	 9-5	 ドライケミストリー法を用いた血中リパーゼ測定の臨床的有用性
仁位紀生　三浦直樹　桃井康行
鹿児島大学臨床獣医学講座画像診断学分野

膵臓 13：26―13：37	 9-6	 急性膵炎の猫における血清アミロイドAと猫膵特異的リパーゼの推移
荒木恵理子　坂井　学　滝山直昭　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

膵臓 13：37―13：48	 9-7	 猫の膵炎と腹膜炎の1例
今本成樹　今本三香子
新庄動物病院

◉リンパ腫

座長：馬場健司(山口大学)

リンパ腫 13：48―13：59	 9-8	� イヌのBリンパ系腫瘍細胞におけるCpG island異常メチル化による
Death-associated protein kinase （DAPK）遺伝子の発現抑制
佐藤雅彦　望月浩之　後藤裕子　藤原亜紀　高橋　雅　藤野泰人　大野耕一　辻本　元
東京大学獣医内科学教室

座長：盆子原 誠(日本獣医生命科学大学)

リンパ腫 13：48―14：10	 9-9	� イヌの高悪性度B細胞型リンパ腫における新しい予後因子：
Death-associated protein kinase （DAPK）遺伝子CpG islandの異常メチル化
佐藤雅彦　望月浩之　後藤裕子　藤原亜紀　高橋　雅　藤野泰人　大野耕一　辻本　元
 東京大学獣医内科学教室

リンパ腫 14：10―14：21	 9-10	� 犬のリンパ系腫瘍細胞株における癌抑制遺伝子p16,p15,p14の
発現低下およびDNA CpG island DNAメチル化の検討
藤原亜紀 1）　後藤裕子 1）　高橋　雅 1）　藤野泰人 1）　大野耕一 1）　大鐘　潤 2）

塩田邦郎 2）　辻本　元 1） 
1）東京大学獣医内科学教室　 2） 東京大学細胞生化学教室

座長：井手香織（東京農工大学）

リンパ腫 14：21―14：32	 9-11	 イヌの膀胱に発生したリンパ腫の1例
河野太一 1）2）　桧垣幸次 1）2）　久保田裕子 1）2）　瀧本善之 3）　三宅龍二 1）2）

1） ACC福山中央　2）三宅動物病院　3）タキモト動物病院

リンパ腫 14：32―14：43	 9-12	 Dutcher body様核内封入物を伴う腫瘍細胞が認められた多発性骨髄腫の犬の一例
田中千賀 1）　高橋　雅 1）　鈴木　聡 2）　原田知享 2）　内田和幸 2）　小林義崇 3）　安部勝裕 3）

福島建次郎 1）　中島　亘 1）　藤野泰人 1）　大野耕一 1）　辻本　元 1）

1） 東京大学動物医療センター内科系診療科　 2） 東京大学獣医病理学教室　3）安部動物病院

リンパ腫 14：44―14：55	 9-13	 Ara-C療法により反応がみられた急性単芽球性白血病（AML-M5a）の犬の1例
日下部浩之 1）　藤野泰人 1）　竹内亜樹 2）　伊東信夫 2）　高橋　雅 1）　福島建次郎 1）

中島　亘 1）　大野耕一 1）　辻本　元 1）

1）東京大学動物医療センター内科系診療科　 2） アニムペットクリニック

◇第10会場（4F419）� 10-

◉肝

座長：三浦直樹(鹿児島大学)

肝 11：15―11：26	 10-1	 犬におけるイオトロクス酸メグルミンの胆汁排泄に関する経時的評価
早川修平 1）　坂井　学 2）　佐藤慶太 2）　阪本裕美 1）　亘　敏広 1）

1） 日本大学総合臨床獣医学研究室　 2） 日本大学獣医内科学研究室

肝 11：26―11：37	 10-2	� 先天性胆道拡張症および胆管の発生異常（Ductal plate malformation）が
併発した猫に胆汁外瘻を実施し良好に経過した1例
村岡幸憲 1）　重本　仁 1）　青木祐子 2）　鳥巣至道 3）

1）王子ペットクリニック　2）ノースラボ　3）宮崎大学農学部附属動物病院

肝 11：37―11：48	 10-3	 犬胆嚢粘液嚢腫におけるABCB4遺伝子検査の有用性
福本真也 1）　佐藤倫子 3）　華園　究 1）　賀川由美子 2）　打出　毅 1）

1） 酪農学園大学伴侶動物医療部門　 2） NORTH　LAB　3）D-LAB

肝 11：48―11：59	 10-4	 低圧持続吸引ドレーンを用いた胆嚢粘液嚢腫症例に対する術後管理の有用性
岡田憲幸 1）　柴田早苗 1）　鳥巣至道 2）　鷲巣月美 3）　堅木道夫 4）　鷲巣　誠 1）

1）岐阜大学応用生物科学部動物病院研究室　2）宮崎大学農学部附属動物病院

3）日本獣医生命科学大学獣医臨床病理学教室　4）川越どうぶつ医療センター

座長：鳥巣至道(宮崎大学)

肝 13：15―13：26	 10-5	 右肋間アプローチによる超音波検査で評価した犬のPV/Ao比の検討
佐野正典 1）　坂井　学 1）　阪本裕美 2）　亘　敏広 2）　上地正実 1）

1） 日本大学獣医内科学研究室　 2）日本大学総合臨床獣医学研究室

肝 13：26―13：37	 10-6	 全身性アミロイド症により肝破裂を起こした猫の1例
玉本智枝 1）　平井奈緒子 1）　村田洋介 2）　大平麻路 3）　佐久本彩乃 3）　中村篤史 3）

高橋一成 3）　内田和幸 2）　辻本　元 1）

1） 東京大学動物医療センター　2） 東京大学獣医病理学研究室　3） 高橋犬猫病院

肝 13：37―13：48	 10-7	 猫の肝リピドーシスに認められた門脈血栓症の1例
西山優子 1）　坂井　学 1）　阪本裕美 2）　早川修平 2）　亘　敏広 2）　上地正実 1）

1） 日本大学獣医内科学研究室　 2） 日本大学総合臨床獣医学研究室

座長：鷲巣　誠(岐阜大学)

肝 13：48―13：59	 10-8	 膵炎と肝炎に関与した門脈血栓症の犬の5例
阪本裕美 1）　坂井　学 2）　早川修平 1）　北川勝人 1）　亘　敏広 1）

1） 日本大学総合臨床獣医学研究室　 2） 日本大学獣医内科学研究室

肝 13：59―14：10	 10-9	 コッカースパニエルの肝障害の犬におけるプレドニゾロン療法の効果
吉岡由佳 1）　坂井　学 1）　阪本裕美 2）　早川修平 2）　亘　敏広 2）　上地正実 1）

1） 日本大学獣医内科学研究室　 2） 日本大学総合臨床獣医学研究室

肝 14：10―14：21	 10-10	 犬の中等度肝脂肪化を伴う肝細胞がんの1例と文献的検討
金井孝夫 1）　小川　高 2）　新家俊樹 2）　西岡佑介 2）　山田裕貴 2）

1） 東京女子医科大学　 2） 小川動物病院

座長：新井敏郎(日本獣医生命科学大学)

肝 14：21―14：32	 10-11	 肝疾患犬の総分岐鎖アミノ酸チロシンモル比（BTR）の臨床栄養学的検討
大堀由香　坂井　学　滝山直昭　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

座長：三浦直樹(鹿児島大学)

肝 14：32―14：43	 10-12	� イヌの先天性肝外門脈体循環シャント100症例の3DCTによる新規分類に基づいた
各種周術期因子の比較研究
滝川恵理 1）　鳥巣至道 2）　鷲巣　誠 3）　竹村直行 4）

1） ナガエ動物病院　 2） 宮崎大学　 3） 岐阜大学　4）日本獣医生命科学大学

＊
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◇第11会場（4F421）� 11-

◉消化器・栄養

座長：坂井　学(日本大学)

消化器
栄養 11：15―11：26	 11-1	 犬便中ヘモグロビン検査

伊藤敏生 1）　淺川裕美 2）　吉田芳哉 2）　細田三郎 3）　桃井康行 1）

1）鹿児島大学農学部獣医学科臨床獣医学講座画像診断学分野

2）株式会社シマ研究所　　3）三菱化学メディエンス株式会社

消化器
栄養 11：26―11：37	 11-2	 上部消化管内視鏡検査で診断した浅田棘口吸虫症の犬の一例

岡西広樹 1）　阪本裕美 1）　林 幸太郎 1）　山谷吉樹 1）　北川勝人 1）　大場茂夫 1）　佐野忠士 1）

伊藤大介 1）松本　淳 2）　野上貞雄 2）　賀川由美子 3）　亘　敏広 1）

1） 日本大学総合臨床獣医学研究室　2） 医動物学研究室　3） NORTH LaB

座長：中島　亘(東京大学)

消化器
栄養 11：37―11：48	 11-3	 ワンバック製剤を用いた犬の完全静脈栄養法の検討

安藝聡美　坂井　学　滝山直昭　上地正実
日本大学獣医内科学研究室

消化器
栄養 11：48―11：59	 11-4	 脂質代謝改善薬で導入後、低脂肪食で維持している

高脂血症のミニチュア・シュナウザーの2症例
宮本光葉　和泉紫津洋　宮本三郎　岩崎遼太　山本拓也　荒井延明　安田英巳
安田獣医科医院

座長：桃井康行(鹿児島大学)

消化器
栄養 13：15―13：26	 11-5	 腸溶性ラクトフェリンが奏功したスコティッシュ・フォールドの骨軟骨異形成症の1例

磯江美智子 1）　片山竜彦 1）　杉山晶彦 1）　桑田英文 2）　清水洋彦 2）　安藤邦雄 2）　竹内　崇 1）

1） 鳥取大学・獣医臨床検査　2） NRLファーマ

消化器
栄養 13：26―13：37	 11-6	 担子菌由来AHCC配合リキッドのマクロファージ、リンパ球活性に対する検討

西澤孝志 1）　大川　博 2）　西岡　浩 3）

1）香川大学医学部統合免疫システム学講座　 2） 株）スケアクロウメディカル事業部　3）株）アミノアップ化学研究部

消化器
栄養 13：37―13：48	 11-7	 獣医臨床における「イペットS」の効果

中川耕介 1）　藤田道郎 1）　弥吉直子 1）　谷口明子 2）　長谷川大輔 1）　織間博光 1）

大川　博 3）　畠中平八 4）

1）日本獣医生命科学大学　2）ヤマザキ動物看護短期大学　3）（株）スケアクロウ

4）（株）タヒボジャパン

消化器
栄養 13：48―13：59	 11-8	 イヌにおけるプレバイオティクスの効果

加藤（森） ゆうこ 1）　後藤正光 2）　安井勝巳 3）　萩原克郎 4）

1） 明治飼糧㈱研究開発部　 2） 菊水小さな動物病院　3） 滝川どうぶつクリニック

 4） 酪農学園大学獣医学部

座長：小久江栄一（東京農工大学）

消化器
栄養 13：59―14：10	 11-9	 食餌中の塩化ナトリウム含量の違いがイヌの薬物代謝酵素CYP3A活性に及ぼす影響

福永航也 1）　志賀俊紀 1）　藤井洋子 2）　折戸謙介 1）

1） 麻布大学生理学第二研究室　 2） 麻布大学外科学第一研究室

座長：三浦直樹(鹿児島大学)

消化器
栄養 14：10―14：21	 11-10	� 健康なビーグル犬において、食餌性脂肪酸と抗酸化成分が

炎症性バイオマーカー濃度と遺伝子発現に及ぼす影響
Dennis E. Jewella　　Jeff A. Brockmana and Jean A. Hallb.
a. Pet Nutrition Center, Hill's Pet Nutrition, Inc, 1035 NE 43rd Street, Topeka, KS 66617-1587. United States

b. �Department of Biomedical Sciences, College of Veterinary Medicine, Oregon State University, Corvallis, OR, 

97331-4802, United States 

◉内科　他

座長：本好茂一(日本獣医生命科学大学 名誉教授)

内科他14：21―14：32	 11-11	 馬の全身麻酔後限局性の筋炎を発症した1例
堀内正樹
天栄ホースパーク競走馬診療所

◉その他

座長：本好茂一(日本獣医生命科学大学 名誉教授)

その他 14：32―14：43	 11-12	 動物医療ネットワークを構築する動物病院
松井匠作　真野俊樹
多摩大学 医療リスクマネジメントセンター

◇第13会場（3F311+312）� 13-

◉循環器

座長：田中　綾(東京農工大学)

循環器 11：15―11：26	 13-1	 二次性赤血球増加症を伴ったEisenmenger症候群の
犬に対するシルデナフィルの有効性の検討
中村健介　山﨑真大　大田　寛　滝口満喜
北海道大学大学院獣医学研究科獣医内科学教室

循環器 11：26―11：37	 13-2	 犬の僧帽弁閉鎖不全症における既存の心不全治療とピモベンダン併用の
有効性に関する回顧的調査
水野　祐 1）2）　上地正実 1）　山野茂樹 1）　平川　篤 3）　千村収一 4）　海老澤崇史 1）

鵜飼佳実 1）　沢田　保 1）　前谷茂樹 5）　粕谷新音 1）　水野壮司 1）　原田佳代子 1）　篠田麻子 1）

内田周平 1）　竹内潤一郎 1）　水越崇博 1）　遠藤征明 1）

1） 日本大学獣医内科学研究室 循環器科　2） 梨香台動物病院　3） ペットクリニック ハレルヤ　4） 千村どうぶつ病院　

5） 前谷動物病院

循環器 11：37―11：48	 13-3	 犬における僧帽弁修復手術後の急性腎障害
河野正太　上地正実　西田　幹　原田佳代子　山野茂樹
藤原めぐみ　中村　隆　鵜飼佳実　滝山直昭　坂井　学
日本大学獣医内科学研究室

循環器 11：48―11：59	 13-4	 冠状動脈塞栓を伴った犬の肺癌の1例
谷澤浩二 1）　木内勝也 1）　中村香菜 1）　太田快作 1）

稲垣将治 1）　小野寺史也 1）　金井孝夫 2）

1） 谷澤動物病院　2） 東京女子医大

◉腫瘍

座長：高橋　雅(東京大学)

腫瘍 13：15―13：26	 13-5	 全身に多発性の血管腫を認めた犬の1例
内田直宏 1）　井手香織 1）2）　福島隆治 1）3）　町田　登 1）4）　西藤公司 1）2）　岩崎利郎 1）2）

1） 東京農工大学付属動物医療センター　2） 東京農工大学獣医内科学研究室

3）東京農工大学獣医外科学研究室　4）東京農工大学獣医臨床腫瘍学研究室

座長：板本和仁(山口大学)

腫瘍 13：26―13：37	 13-6	 外科的切除が困難であった犬の臀部脂肪肉腫に対し、
電気焼灼装置（neoC3）を用いて治療を行った1例
伊達成寿 1）　井上貴文 1）　野並崇志 1）　佐野夏記 2）　山口　優 2）　高橋みちる 2） 
宮　直人 2）　桑原拓磨 1）　福岡　淳 1）　難波裕之 3）　安川明男 1） 
1） 西荻動物病院　2）上石神井動物病院　3）難波病理検査ラボ

腫瘍 13：37―13：48	 13-7	 CCNU、インターフェロンγで治療するも改善が認められなかった口唇部の
リンパ腫に対してレーザー療法でQOLの改善が認められたマルチーズの1症例
池上　敦　村上明子　桑原力晴　山口恵美　桑原高夫
桑原動物病院

＊

＊
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腫瘍 13：48―13：59	 13-8	 犬の消化管間質腫瘍（GIST）5例の腫瘍径と画像検査,病理組織検査所見の比較
華園　究 1）　福本真也 1）　中出哲也 1）　内田英二 1）　三好健二郎 1）　平山和子 1）　廉澤　剛 1）

谷山弘行 2）　打出　毅 1）

1） 酪農学園大学 伴侶動物医療教育群　2） 酪農学園大学 獣医病理学教室

座長：高橋　雅(東京大学)

腫瘍 13：59―14：10	 13-9	 超音波とマイクロバブルによるドラッグデリバリーに
薬剤濃度とバブル濃度が及ぼす影響
佐々木 東　中村健介　村上正紘　Bandula Kumara　田村　悠　Lim Sue Yee　大田　寛
山﨑真大　滝口満喜
北海道大学大学院獣医学研究科獣医内科学教室

座長：佐々木伸雄(東京大学)

腫瘍 14：10―14：21	 13-10	 健常犬5頭における18F-FDGの体内動態にもとづくPET-CT撮像適期の検討
福田尋充 1）　下山　幸 2）　坂大智洋 1）3）　夏堀雅宏 1）　佐々木一昭 2）　下田　実 2）

小野憲一郎 1）　小川博之 1）

1）日本動物高度医療センター　2）東京農工大学　獣医薬理学研究室　3）日本大学　獣医放射線学研究室

腫瘍 14：21―14：32	 13-11	 肛門嚢腺癌の腰下リンパ節転移に対して放射線治療が有効であったイヌの3例
澤田治美 1）　高橋朋子 2）　中山智宏 2）　津曲茂久 1）

1） 日本大学動物病院　2） 日本大学獣医放射線学研究室

座長：高橋　雅(東京大学)

腫瘍 14：32―14：43	 13-12	 悪性腫瘍罹患犬におけるサリドマイドの第Ⅰ･Ⅱ相試験
小嶋富貴子 1）　小林哲也 1）　深澤依里 1）　中野優子 1）　金久保佳代 1）　白石陽造 2）

1） 日本小動物がんセンター　2）日本小動物医療センター

座長：内田和幸(東京大学)

腫瘍 14：44―14：55	 13-13	 猫の尾部の毛包上皮腫切除の形成学的・病理学的考察
森本真一郎
ゆう動物病院

◇第14会場（3F313+314）� 14-

◉代謝・内分泌

座長：西飯直仁(鳥取大学)

代謝
内分泌 11：15―11：26	 14-1	 重度低Na血症を呈した続発性副腎皮質機能低下症の犬の一例

大村穂高　小川靖子　西 久美子　三島良昌　林　光
さくら動物病院

代謝
内分泌 11：26―11：37	 14-2	 下垂体性副腎皮質機能亢進症により左室求心性肥大を呈した一例

佐々木 晃 1）　藤井洋子 1）　中島ちひろ 1）　井口雅之 1）　遠藤純代 1）　高木勝久 1）

巡　夏子 1）　高野裕史 1）　砂原　央 1）　青木卓磨 1）　伊藤哲郎 2）　若尾義人 3）

1） 麻布大学附属動物病院循環器科　2） 麻布大学附属動物病院内科　3）ヤマザキ学園大学

代謝
内分泌 11：37―11：48	 14-3	 手術後に継続的な補充療法を必要とした原発性上皮小体機能亢進症の犬の一例

川上　亮　中村昭仁　小田千夏子　脇坂佳宏　有馬広治
リバティ神戸動物病院

代謝
内分泌 11：48―11：59	 14-4	 原因不明の高カルシウム血症の犬の1例

酒井秀夫 1）　池田史章 2）　湯木正史 3）　酒井聖花 1）　田村しのぶ 1） 
1） 諫早ペットクリニック　2） いけだ動物病院　3）湯木どうぶつ病院

座長：玉原智史(東京大学)

代謝
内分泌 13：15―13：26	 14-5	 健常犬におけるインクレチン関連薬の糖代謝へ対する影響

小田民美　内田翔子　白戸祐佳　宮本真希　栗島みゆき　野澤聡司　三村可菜　佐伯香織
三木陽平　森　昭博　左向敏紀
日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学科臨床部門

代謝
内分泌 13：26―13：37	 14-6	 糖尿病が疑われたフェレットの5例

綿森晶子 1）　大竹亜希子 1）　中田真琴 1）　三輪恭嗣 1）2）

1） みわエキゾチック動物病院　2） 東京大学附属動物医療センター

代謝
内分泌 13：37―13：48	 14-7	 顔面神経麻痺がみられた甲状腺機能低下症の犬1例

前田晴香 1）　田中博二 2）　西飯直仁 3）

1） 鳥取大学獣医内科学研究室　2） たなか動物病院　3）鳥取大学獣医薬物治療学研究室

◉泌尿器

座長：星　史雄(北里大学)

泌尿器 13：48―13：59	 14-8	 ラテックス凝集反応により測定した犬の血漿シスタチンC濃度の有用性の検討
宮川優一　冨永芳昇　竹村直行
日本獣医生命科学大学獣医高度医療学教室

泌尿器 13：59―14：10	 14-9	 慢性心臓病の腎機能評価法としての血漿シスタチンCの有用性
斉藤るみ　宮川優一　遠藤博明　住吉義和　高橋真理　徳力　剛　戸田典子　富永芳昇
中宮英次郎　前澤純也　竹村直行
日本獣医生命科学大学獣医高度医療教室・動物医療センター循環器科

泌尿器 14：10―14：21	 14-10	 蛋白尿の評価に尿中蛋白・クレアチニン比よりも
尿中アルブミン・クレアチニン比が有用だったイヌの2例
前澤純也　宮川優一　遠藤博明　斉藤るみ　住吉義和　高橋真理　徳力　剛　戸田典子
冨永芳昇　中宮英次郎　竹村直行
日本獣医生命科学大学高度医療学教室・動物医療センター腎臓科

座長：小林沙織(岩手大学)

泌尿器 14：21―14：32	 14-11	 動物における膀胱カンジダ症の診断および治療の検討

村田佳輝 1）　井上敬子 1）　林　大輔 1）　浅川幸一 1）　吉田佳子 1）　原田未生 1）

村田倫子 2）　佐野文子 3）

1） むらた動物病院　2） 麻布大学　3） 千葉大学真菌医学研究センター

泌尿器 14：32―14：43	 14-12	 鹿児島県で多発する犬のシリカ結石についての報告
田崎由実　三浦直樹　桃井康行
鹿児島大学農学部獣医学科臨床獣医学講座画像診断学分野

◇第15会場（3F315）� 15-

◉看護

座長：太田光明（麻布大学）

看護 11：15―11：26	 15-1	 ヘンダーソン看護理論に基づいた動物看護過程の導入
〜左前肢癒合不全のためプレーティング手術を行った犬の事例〜
武内皇子 1）　左向敏紀 2）　松原孝子 2）

1）日本獣医生命科学大学付属動物医療センター　2）日本獣医生命科学大学獣医保健看護学科臨床部門

看護 11：26―11：37	 15-2	 オーラルケアにおける動物看護師の役割
寺内真紀 1）　飯田奈美子 1）　島村麻子 2）　長田卓史 1）

1）アニコム パフェ株式会社　2）アニコム ホールディングス株式会社

＊

＊

＊
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看護 11：37―11：48	 15-3	 倫理的感受性を高めるための継続教育
〜日本動物看護職協会　動物看護倫理勉強・研究会の取り組み〜
齋藤みちる 1）2）　松原孝子 1）3）

1）一般社団法人日本動物看護職協会　2） 七里ガ浜ペットクリニック

3） 日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学科　臨床部門

看護 11：48―11：59	 15-4	 高ナトリウム血症の仔猫の1例とその看護について
田熊亜由美 1）　 東元哲彦 1）　原田淳子 1） 原　由典 1）

1） 獣徳会　動物医療センター

◇3F315前フォワイエ（ポスター発表）� P1-

◉看護

看護 	 P1-1	 動物看護学生が抱く動物看護職へのイメージ
渋谷葉菜 1）2）　鄭　英和 1）2）　三村可菜 1）　石岡克己 1）　左向敏紀 1）

山下眞理子 2）　松原孝子 1）

1）日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学科　2）シモゾノ学園

看護 	 P1-2	 獣医保健看護教育教授方法の検討〜自主的な勉強会を通じての振り返り〜
長澤優紀　水越美奈　松原孝子　左向敏紀
 日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学科　臨床部門

看護 	 P1-3	 動物看護師における看護観育成に関するセミナーの必要性
伊奈　求 1）　牧野ゆき 2）　呰上大吾 1）2）　左向敏紀 1）2）　松原孝子 2）

1）日本獣医生命科学大学付属動物医療センター　2）日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科臨床部門

看護 	 P1-4	 院外動物看護セミナーに参加した動物看護職の現状
〜アンケート調査結果より一考察〜
松原孝子 1）3）　齊藤ミチル 1）5）　横田淳子 1）4）　竹之内裕子 2）　山本　優 2）　徳本一義 2）

1） 一般社団法人日本動物看護職協会　2） 日本ヒルズ・コルゲート株式会社

3）日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学科　臨床部門　4）横田動物病院　5）七里ガ浜ペットクリニック

◇3F展示会場奥フォワイエ（ポスター発表）� P2-

◉皮膚

皮膚 	 P2-1	 こんにゃく由来グリコシルセラミドの経口投与が犬の皮膚バリア機能に及ぼす影響
佐々木亜子 　尹　智善 　井手香織　西藤公司　岩崎利郎
東京農工大学

皮膚 	 P2-2	 猫3種混合ワクチン接種後に落葉状天疱瘡を発症した生後3ヵ月齢の猫の1例
今道昭一
きたのさと動物病院

皮膚 	 P2-3	 スギ花粉粗抗原に感作されている犬における
新規スギ花粉精製アレルゲンCry j 3のIgE反応性
久保田翔太 1）　下茂悠作 1）　木内明男 1）　藤村正人 2）　藤村孝志 3）　阪口雅弘 1）

1） 麻布大学微生物学第一研究室　2） ふじむら動物病院　3） 理化学研究所

皮膚 	 P2-4	 全身性脱毛および高Ca血症を伴う皮下脂肪織炎を認めた犬の1例
北原裕子　高木勝久　田辺　岳　阪口貴彦　長澤昭範
Pet Clinic アニホス

皮膚 	 P2-5	 改善が得られた肉芽腫性皮脂腺炎の犬の1症例
坂田雷太 1）　関口麻衣子 2）

1）坂田犬猫病院　2）帝京科学大学

皮膚 	 P2-6	 鱗屑形成が顕著にみられた角層下膿疱症のシーズーの1例
塚田泰司 1）　江田裕美 1）　岩渕昌彦 1）　松枝宏樹 1）　高橋公正 2）　並木　誠 1）

 1）並木動物病院　2）日本獣医生命科学大学病理学教室    

皮膚 	 P2-7	 ジメチルスルホキシドを用い外用薬治療した限局性ニキビダニ症の1例
宮田登夢
トムズどうぶつ病院

皮膚 	 P2-8	 シクロスポリンが有効であった犬の多形紅斑の一例
鈴木しのぶ
バディ動物病院

皮膚 	 P2-9	 アトピー性皮膚炎の治療中に落葉状天疱瘡様の皮疹をみとめた犬の1例
山岸建太郎 1）　関口麻衣子 2）

1） 本郷どうぶつ病院　2） 帝京科学大学

皮膚 	 P2-10	 全身性アレルギー性接触皮膚炎の犬の1例
吉本留美子　吉本憲史　山口　真　安田祐子　横山ちほ
きち動物病院

皮膚 	 P2-11	 クロルヘキシジングルコン酸塩液剤における経時変化における抗菌性の比較
小久保貴史 1）4）　山田賢次 2） 　原　宏佳 3）　鯉江　洋 4）　金山喜一 4）

1）アテナ動物病院　ららぽーと新三郷病院　2）やまだ動物病院

3）日本獣医生命科学大学　応用生命科学部　食品科学科　4）日本大学　生物資源学部　獣医学科

日本獣医内科学アカデミー（JCVIM）� Ⅰ- B -

●教育講演
◇第1会場（5F501）

 9：00― 9：45	 Ⅰ-B-19	 もう一度見直すCBC
遠藤泰之（鹿児島大学臨床獣医学講座内科学分野）

◇第2会場（5F502）

15：45―16：30	 Ⅰ-B-20	 ACNUという抗がん剤って？
高橋　雅（東京大学動物医療センター・内科系診療科）

◇第4会場（5F511+512）

15：45―17：30	 Ⅰ-B-21	 糖尿病の治療法の実際
西飯直仁（鳥取大学農学部獣医薬物治療学分野）

17：45―18：30	 Ⅰ-B-22	 恐れるな、刺して抜くべし：関節、大槽、心膜穿刺
大野耕一（東京大学動物医療センター・消化器内科）

◇第5会場（4F411+412）

 9：00―10：45	 Ⅰ-B-23	 膵炎の診断と治療　膵特異的リパーゼと腹部超音波検査を使いこなす
坂井　学（日本大学獣医内科学研究室）

◇第7会場（4F414+415）

15：45―16：30	 Ⅰ-B-24	 ウェルシュ・コーギーの変性性脊髄症
神志那弘明（岐阜大学応用生物科学部獣医臨床放射線学教室）

幹細胞を用いた再生医療の将来ー脂肪と骨髄由来幹細胞の応用ー

モデレーター		  佐々木伸雄（東京大学）

16：45―18：30	 Ⅰ-B-25	 犬の骨髄細胞からの肝細胞の分化誘導
久末正晴（麻布大学獣医学部内科学第2研究室）

	 Ⅰ-B-26	 ここまで来た再生医療！　
～脂肪組織由来再生（幹）細胞を用いた臨床応用への可能性～
岩畔英樹（サイトリ・セラピューティクス社）

	 Ⅰ-B-27	 犬の重度椎間板ヘルニアを原因とする脊髄損傷に対する骨髄由来細胞移植の臨床効果
田村勝利（愛甲石田動物病院、日本獣医生命科学大学大学院）
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